平成15年8月27日
	


 
 

 

 

金沢大学教育学部附属高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　江　森　一　郎
 

第1９回高校教育研究協議会ご案内
 

テーマ　「確かな学力の向上をめざして－個に応じた指導とその評価の試み」
 

　　
　爽秋の候、貴台におかれましては益々ご健勝にてご精励のこととお慶び申し上げます。　

さて、高等学校においても今年４月より「新学習指導要領」がいよいよ全面実施となりました。本校では平成11年度より、この「新学習指導要領」への対応を研究し、昨年度の試行を経て本年度入学生より全面実施に至っております。そこで本協議会では、これまでの本校の研究の一端を発表するとともに、今年度文部科学省の指定を受けた「学力向上フロンティアハイスクール事業」についての取組みの現状をご報告いたしたいと存じます。
つきましては、先生方の多数のご参加を得て、ご批判、ご教示賜りたく、ご案内申し上げます。公務ご多忙の折とは存じますが、貴校関係の先生方に多数ご参集いただきますよう、ご案内申し上げます。

 

記
 

１．主　　催　　　金沢大学教育学部附属高等学校
２．日　　時　　　平成15年10月17日（金）
３．会　　場　　　金沢大学教育学部附属高等学校
　　　　　　　　　〒921－8105　　金沢市平和町1丁目1番15号
　　　　　　　　　　　　　　　TEL（076）226-2154　　　FAX（076）226-2150

                              E-mail  okumura@kfshs.kanazawa-u.ac.jp
 

４．日　　程      　８：２０～　　　　　　　受付
　　　            　９：００～　９：２０　　開会行事
　　　　            ９：２０～１０：１０　　第１時限　　　　　　　　　　　50分
１０：２５～１１：１５　　第２時限　　　　　　　　　　　50分　
１１：３０～１２：２０　　分科会（１）授業整理会・協議　50分
１２：２０～１３：２０　　昼食・休憩　　　　　　　　　　60分　　　
１３：２０～１４：１５　　分科会（２）研究発表会・協議　55分
１４：３０～１５：００　　全体会　　　　　　　　　　　　30分
１５：００～１６：３０　　講演会　　　　　　　　　　　　90分
１６：３０～　　　　　　　閉会行事　　
 

５．開会行事　　（1）挨　　拶………学　校　長　江森一郎
　　　　　　　　（2）趣旨説明………研究部主任　奥村郁子
　　　　　　　　（3）日程説明………研　究　部　高橋栄一
６．公開授業
○第１時限（９：２０～１０：１０）
	クラス
	教科（科目）
	内　　　　容
	場　所
	授業者

	１Ａ
	数学（数学Ⅰ）
	[図形と計量]　中学校から移行された球の表面積・体積について、カバリエリの原理と区分求積法から図形の計量を試みる。　
	１Ａ教室
	矢部篤雄

	１Ｂ
	英語（英語Ⅰ）
	文法・語法解説を中心とした｢解読｣から、黙読・音読をへて、Ｑ＆Ａ中心の｢読解｣へ、さらにはペアやグループ活動を中心とした｢自己表現｣へと発展させる授業を試みる。
	１Ｂ教室
	兼近理子

	１Ｃ
	国語（国語総合）
	｢桜｣｢月｣｢ふるさと｣など、一つのテーマのもとに、グループごとに詩歌のアンソロジーを作らせ、それを｢歌合せ｣の形式にのっとった形で発表させる。
	１Ｃ教室
	島村潤一郎

	２Ｄ
(選択)
	地歴（地理Ａ）
	世界の水産養殖と水産物の貿易およびその変容を素材に、地域開発・環境・資源・食糧問題について、地球及び地球的視野から追求する。
	音 楽 室
	高橋栄一

	
	地歴（日本史Ａ）
	平安初期における加賀の地域社会の変化と朝廷の対応について、加賀国ぼう示札、加賀立国、対渤海外交を教材に探求させる。
	２Ａ教室
	山本吉次

	
	理科（物理Ⅰ）
	波動の基本的性質として、波の独立性と重ね合わせの原理がある。波動と粒子を対比させることにより、それらの波の基本的性質の定着を図る。
	物理室
	倉　庸康


 

○第2時限（１０：２５～１１：１５）
	クラス
	教科（科目）
	内　　　　容
	場　所
	授業者

	１Ａ
	公民（現代社会）
	平成不況と呼ばれるようになって久しい。類似点が多いといわれる昭和恐慌の推移と比較することで、この不況の要因を探り、自分なりの解決策を考えてみる。
	１Ａ教室
	荒木重治

	１Ｂ
	理科(理科総合A)
	｢豆粒｣を教具として使った一連の操作を体験することを通して、物質量の概念の習得と盛るを用いる測定法、アボガドロ定数の理解を目指す。
	化 学 室
	樫田豪利

	１Ｃ
	情報（情報Ａ）
	さまざまなデータを、ＥＸＣＥＬを利用して加工し、グラフ化することを通して、データの分析方法について学習する。
	ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室
	川谷内哲二深田和人

	２Ａ
	数学（数学Ⅱ）
	[微分・積分]　区分求積法によって直線と放物線で囲まれた部分の面積を求めることにより、微分と積分の関係を理解する。
	２Ａ教室
	戸田　偉

	２Ｂ
	国語（古典Ⅰ）
	初見の漢文（白文）に自分で訓点を打ち、国語（書き下し文）に翻訳することに挑戦させる。普段とは異なる発展的な授業を行うことで、漢文学習の面白さを生徒に実感させる。
	２Ｂ教室
	風間重利

	２Ｃ
	英語（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ）
	英文を読み、英問英答で理解を確認すると同時に、本文に使われている表現の獲得をめざし、ペアワークを中心とした授業を展開する。
	２Ｃ教室
	田谷恵津子


 

７．分科会（各教科）
（１）授業整理会・協議（１１：３０～１２：２０）
（２）研究発表会・協議（１３：２０～１４：１５）
	教 科
	発表者
	共同研究者
	研究題目
	内　　　　容
	会 場

	国 語
	奥村郁子
風間重利
島村潤一郎
	金沢大学
教育学部助教授
近藤　明
	３領域１事項の指導とその評価について
	「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の３領域についての具体的な指導実践例、および高校国語における観点別評価のあり方と問題点について。
＊情報・意見交換の時間を設ける。
	２Ｂ

	地 歴
公 民
	荒木重治
高橋栄一
山本吉次
石尾和彦
	石川県教育センター指導主事
　山口　和人
金沢大学
教育学部教授
　奥田　晴樹
金沢大学
教育学部講師
　林　紀代美
	確かな学力の向上と観点別評価の試み
	確かな学力を身につけるための教材構成の新しい考え方と、定期テストを利用した観点別評価の試みについて。
	１Ａ

	数 学
	岡山正歩
	金沢大学
教育学部助教授
大谷　実
金沢大学
教育学部助教授
銀島　文
	｢授業考察のための評価｣の試み
	今年度の1年生から観点別評価を行っている。評価を考えることは授業を考えることと位置づけて、どのように授業の準備をして、どのように評価を試みたかについて報告する。
	３Ｂ

	理 科
	樫田豪利
	上越教育大学
自然系教授
森川　鐵朗
金沢大学
教育学部助教授
松原　道男
	物質量の概念形成
	公開授業で行った教具を用いた物質量の概念習得と、モルを用いる測定法の理解を目指した授業設計について。
	３Ｃ

	
	倉　庸康
	
	観点別評価の試み
	理科の4つの観点別評価を実施するにあたり、生徒による相互評価、生徒への質問司法などを用いて、評価を試行した。
	

	英 語
	横野健二
東　正一
田谷恵津子
兼近理子
	金沢大学
教育学部教授
大塚　巌
	新課程における英語指導と評価
	今年度1年生より実施となった新指導要領に基づく年間の指導と評価の計画を中心に、卒業までに本校生徒に身につけさせたい英語力の獲得をめざす試みを報告する。
	２Ｃ

	情 報
	川谷内哲二
深田和人
	金沢大学
教育学部教授
三好　義昭
	指導内容の検討と評価
	知識・理解と技能の習得のバランスを考慮した指導内容の検討と、観点別評価を取り入れた評価の試みについて報告する。
	３Ａ


 

 

８．全体会（１４：３０～１５：００）　
「確かな学力」向上への取組みについて　　　　　　　　　　奥村郁子（研究部主任）
 

９．講演会（１５：００～１６：３０）
 

　　　演題「教育言説に論理・事実・科学的批判精神を」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学経済学部教授　戸瀬信之　氏　　
　　（講師略歴）　　　　　　　　
　　　1959年　富山県高岡市生まれ。
　　　1975年　富山大学教育学部附属中学校卒業
　　　1978年　富山県立高岡高等学校卒業
　　　1979年　東京大学理科一類入学
　　　1983年　同大学理学部数学科卒業
　　　1998年　慶應義塾大学経済学部教授
 

　　　著作　　「分数ができない大学生」（東洋経済新報社　1999年）
　　　　　　　「算数軽視が学力を崩壊させる」（講談社　1999年）
　　　　　　　「少数ができない大学生」（東洋経済新報社　2000年）
　　　　　　　「大学生の学力を診断する」（岩波新書　2001年）
都道府県教育委員会教育長殿


市町村教育委員会教育長殿


高等学校長殿


国立大学附属学校長殿


 








